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まえがき 

 

近年、半導体製造技術の進歩に伴い、プロセスの微細化が進み大規模な LSI が実現できるようにな

った。そのため、従来なら複数の LSI で構成されていたシステムが一つの LSI で実現可能なシステム

LSI の時代となり、パソコン用のＣＰＵに代表される高速動作の LSI や携帯端末に代表されるような

低消費電力を実現する LSI など、常にその時代で要求される最先端の LSI を世の中に出してきたとい

える。産業の「米」という云われ方をしてきたこともあった。 

 かつては、高品質を武器に半導体市場をリードしてきた日本は、世界市場の中で激しい競争にさら

されている。特に、東アジア市場が世界をリードする時代に入り、海外企業との投資競争にも出遅れ

て、新しいビジネスモデルのファンダリが誕生してＴＳＭＣやＵＭＣが急成長している。欧米の半導

体企業は、そのためにＴＩのようにファブレス化している。また、ベンチャ企業にとっては、新しい

アイデアを製品化する上で、量産までの投資を抑えられるという点では積極的に活用できる環境が整

ったことになり、通信向け半導体を設計している会社が急成長している。日本の半導体企業が製品を

絞らず、半導体のデパートのような品揃えをしていたために、ＩＤＭとしてメリットを生かせずかつ

ＡＳＩＣの栄光を引きずってしまったことに敗因の１つがある。 

その一方で、「ムーアの法則」（経験則）に従って大規模化してきたが、その製造能力と設計能力と

の差のバランスも重要であった。昔は、回路図エディタでゲート設計しレイアウトエディタでマニュ

アル設計をしていたのが、現在は、論理合成によりＨＤＬ言語で論理設計するのは当たり前で、今や

Ｃ言語や SystemＣなどで記述して動作合成できるまでになった。レイアウト設計では自動配置配線

は当たり前になり、タイミングやシグナルインティグリティや歩留を考慮したＤＦＭなども同時に設

計できるようになって設計効率も飛躍的に伸びてきた。さらに、ローパワー設計や非同期問題のよう

なより複雑な設計も多くなり、検証すべき項目は指数関数的に拡大している。最新の設計環境では、

ＬＳＩを設計や検証する半導体設計技術も年々複雑化し、開発期間は長期化する傾向にある。ここで

使用するＥＤＡツールも複雑になり設計者は大変である。これらはＥＤＡツールを使うための技能で

あるため、早くなれて使うためのノウハウを習得する必要がある。 

国際競争力を強化するために半導体企業は高度な設計人材を確保することが急務であると考える。

年々、設計者に要求される知識や技能のレベルも高くなっていく。本書では、企業内で活躍する半導

体設計者向けに備えておいてほしい基本的な知識として、入門レベルの内容にポイントをおいてまと

めた。出来る限り最先端の情報を盛り込んだつもりであるが、入手できる情報にも限りがあるのでご

容赦ください。最後に、参考させてもらった書物の著者各位、インターネットの情報の作成者に深く

感謝致します。少しでも皆様のお役に立ててもらえれば、幸いです。 
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